	城陽おひさまプロジェクトnews　
第18号　2015年9月　8日　NPO法人・市民共同発電をひろげる城陽の会
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9月4日（金）8号機点灯式、宇治市では第1号

宇治市琵琶台に個人宅おひさま発電所稼働

総設備能力は４０kw超になりました

　原発ゼロ、地球温暖化防止をめざして、再生可能（自然）エネルギーによる発電事業を市民共同でひろげる活動は一昨年8月の法人登記以降、順調に進んでいます。これまでの設置累計は４０．２２５ｋｗまで到達しました。

　8号機発電所（４．０８ｋｗ）の工事は8月に無事終了し、関西電力との連系ができました。9月4日に宇治、城陽、京田辺の会員有志の方々15名が点灯式に集いました。

　挨拶の中で土居代表は「電力買取価格が下げられ、太陽光発電普及の環境は厳しくなったが、原発ゼロ、地球温暖化防止のために、という原点を大切に頑張ろう」と呼びかけました。設置者の竹内様は挨拶の中で以前、他の設置業者にこの陸屋根への設置は無理と言われたが、今回、屋根に穴を開けない工法が良かったと感想を述べられました。

　夏の電力消費ピーク時には太陽光発電の貢献が大きかったことや節電の工夫その他、参加者全員が一人ひとりの想いを述べ合った後、設置業者の西本様より発電設備の説明や蓄電池のことなど説明を受けました。

　宇治・城陽・京田辺の3都市の会員がそろった今回の点灯式は、和やかな雰囲気の中で、原点を確認し合い、次への元気を養う場となりました。　　　　　　　　　　　　_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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宇治市内で行われた8号機点灯式

	１０月２４日にぱれっとｊｏｙｏを会場に「今度は、節電所をつくろう」をテーマに朴　勝俊先生に節電社会をめざす取組みについてお話していただきます。（詳しくは裏面）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　省エネ・節電の講演会　10月24日に開催

「ネガワット＝節電所」と言う言葉をお聞きになりましたか。節電は発電だ！が合言葉です。省エネ・ネガワットで節電社会をめざしませんか

ドイツで出版された「ネガワット」を翻訳された朴　勝俊（ぱく　すんじゅん）先生にわかりやすく節電所づくりの話をしていただきます。また、長岡京市など実践されている地域にも行って私たちのまち・城陽でどのようなことが出来るのか一緒に考える企画も計画中です。  事前申込は不要です

入場無料　後援：城陽市
講師　　　朴　勝俊　氏　　（関西学院大学　教授）

テーマ　　今度は、節電所を　つくろう！　
日時　　　１０月２４日（土）午後２時３０分～

場所　　　ぱれっとＪＯＹＯ　会議室　（ＪＲ奈良線　城陽駅　徒歩３分）
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ワットチェッカー・手回し発電機など展示、体験できます

　　　　　　　　朴　勝俊先生は1974年、大阪生れ。環境税制改革関係の調査でドイツに留学された1998年から1999年にかけてベーター・ヘニッケ、ディザー・ザイフリー両氏が著された「ネガワット」に出会い、2001年「ネガワット　発想の転換から生れる次世代エネルギー」と題して訳本を出版されました。

　　　　　　　　

　　　　　　　　先生は落語も大好きでご自身でも落語を語るほど。

　チラシを2枚同封いています。お知り合いの方を

　お誘い下さい。

	○　５号機設置協力金の第１回返済が9月１日に行われました。

○　8/5城陽市環境課、8/31管理課と再生可能エネルギーの普及や街灯のＬＥＤ化等

　　について話合いをしました。

○　今年度会費がまだの方は至急ご入金お願いします。


原発ゼロと地球温暖化防止に向け、足もとからの一歩をともに歩んでいきましょう。

